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１ 獣害の現状 
 日本における農作物被害額は約２３０億円となっており、中でもイノシシとシカの被

害が半数以上を占めている。 
 
２ 獣害対策の基本 
 対策として、以下の４点を順に行うことが大切。 
①まずはみんなで勉強、②守れる畑づくり、③自分でやる囲いや追い払い、④捕獲や

大規模柵 
 
３ 捕獲について 
 被害を引き起こす群れについて、群れごと捕獲することが必要。 
 
４ ジビエについて 
  狩猟と有害捕獲との間には、大きな隔たりがある。農作物を守るため、狩猟者に

獣を捕獲してもらうことはなかなか難しい。  
 


